
 1152/53年 ニダロス（トロンハイム）に⼤司教座創設	
 1240年頃					内乱の終結	→ ホーコン4世の海外拡張政策		
 1263年12⽉	スコットランド遠征中にホーコン4世の死去  

 1264年〜 		マグヌス改法王：拡張よりも国内整備へ	

 マグヌス改法王																					による法編纂		
 1267年	「グラシング法」	
 1268年	「エイドシヴァシング法」「ボルガルシング法」	
 1269年	「フロスタシング法」…教会法については保留	
 1271-73年	「ヤールンシーザ」（アイスランド）	
 1274-76年	「全国法」…４法地域の慣習法を統合	
 1276年 			「都市法」（ベルゲン）	
 1280-81年	「ヨーンスボーク」（アイスランド）	

ノルウェー・アイスランド中世法における⼈命⾦（þegngildi）と王権	
松本涼（福井県⽴⼤学	講師）	

!  アイスランド 

    870−930年 主にノルウェー出⾝者による植⺠ 	
			 930−1262年	「⾃由国」時代：王（中央権⼒）の⽋如	
   1262／64年 ノルウェー王に⾂従・貢税を誓約

!  ノルウェー王による⾃⼒救済の禁⽌--「犯罪」をめぐる法規定の変化 
   → この変化はなぜ・どのように起こったのか？ 

1. 研究の背景 

! 	1261〜1269年が過渡期。とくに「フロスタシング法」には	þegn	＝「⾃由⼈」と「⾂⺠」の⽤法が混在	→	編纂時に何らかの変化の契機？	
! 	「ヤールンシーザ」は「フロスタシング法」の影響が強く、「⾃由国」時代の法「グラーガース」とは異質	→	アイスランド⼈の反発の源	

6. まとめ 

" 「グラシング法」では	Þegn	は主に「⾃由⼈と奴隷＝全ての⺠」のフレーズで使われている（3／4件）。	

" 「フロスタシング法」には「⾂⺠の義務」「王への反逆」「þegngildi」が登場	→	þegn＝「王の⽀配下の⺠、⾂⺠」という意味の強調 	
「フロスタシング法」編纂時に変化の契機？	（フロスタシング地域はニダロス⼤司教座を含む	→	関与の可能性？）	

" 「ヤールンシーザ」では	þegn＝「王の⾂⺠」の意味に取れるものが⼤半（1／11件）。「ヨーンスボーク」も同様（11／12件）。	

" 以下の「ヤールンシーザ」⾝体権の章	第2条は「フロスタシング法」条⽂（冒頭	第2条）をほぼそのまま採⽤：「王は、動産もしくは不動産に	
以前に定められた以上の⼈命⾦を取ることはない。しかしもし⼈命⾦が⽀払われていなかったら、殺⼈者の親族は望むならその負担から解放されるべし。	
(þá skal konungr taka ekki meira þegngildi en áður er vanði til af  fé eða eignum, en ef  eigi er þegngildi greið þá skulu frændur veganda lausn eiga á ef  þeir vilja leyst hafa..)」	

" 「ヨーンスボーク」では⾝体権の章	第1条で「王への⼈命⾦」＝13マルクという⾦額が初出。⾔及箇所も多く、細則の規定が進む。	

"  1261年	グリーンランド⾂従時の⼈命⾦賦課：「彼ら〔グリーンランド⼈〕は貢税の⽀払いを受諾し、全ての殺⼈について王に償いをすべきこととなった	
（öll manndráp skyldi bæta við konunginn）̶̶殺されたのがノルウェー⼈であろうとグリーンランド⼈であろうと。彼らは北極星の下の最北に住むとはいえ、	
〔他の場所に〕遅れず、王は今後殺⼈に対し⼈命⾦を受け取るべきである（þá skyldi konungr eigi at síðr taka þegn-gildi eptir þá）。」（『ホーコン王のサガ』311章）	

5. 考察 

3. 13世紀ノルウェーにおける法編纂 

(Jón Viðar Sigurðsson, Norsk historie 800-1300, Oslo, 2006, p. 77より作成。） 

図1：ノルウェーの4法地域 

（1257-1263年	共同王	
			1264-1280年	単独王） 

4. 分析：法典⽐較 

 「王の⾂⺠」という概念、そして「王への⼈命⾦」という制度が 

 どのようにノルウェー・アイスランドの法に導⼊されたのか？ 

 → 法典の⽐較分析によって明らかにする 

「王への⼈命⾦（þegngildi）」 
   王の⾂⺠の損失＝殺⼈を犯した者が、王に対して⽀払う賠償⾦	

2. 研究の⽬的 
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       　      　　　　　             ノルウェー・アイスランド中世法における人命金（þegngildi）と王権 
松本涼（福井県立大学 学術教養センター 講師 matumoto@fpu.ac.jp） 

1. 研究の背景 
　アイスランドは870-930年に主にノルウェー出身者により入植された。その後、王をもたない自律的な社会を
形成するが、1262/64年にノルウェー王に臣従。ノルウェー王は新法典の導入によって自力救済の制限を進め、
「犯罪」をめぐるアイスランドの法規定は大きく変化した。しかし、自力救済を行動原理とした社会から、王
が犯罪を取り締まる社会への変化がどのように進んだのかについては十分に明らかにされていない。 !2. 研究の目的 
　そこで本報告では「王の臣民」という概念、そして「王への人命金（þegngildi）」という制度がいつ、どの 
ようにノルウェー・アイスランドの法に導入されたのかを法典の比較によって明らかにする。「王への人命金」
は殺人を犯した者が王に対して支払う賠償であり、「殺人＝王の臣民の損失」という論理を反映しているた
め、その導入が法慣習の変化の契機となった可能性が高いからである。 !3. 13世紀ノルウェーにおける法編纂 
　1264年に単独王となったマグヌス改法王はまずノルウェー内の地域法の編纂を進め（1267年～1269年）、 
その後アイスランドへ新法を発布（1271年、1280年）、そして1274年に地域法を統合した「全国法」を発布。 !4. 分析：法典比較 

!
5.  考察 
a.「フロスタシング法」で「þegn＝臣民」の用法が登場、þegngildi 初出。「ヤールンシーザ」は「臣民」が大半 
b.「ヤールンシーザ」には「フロスタシング法」条文の引き写しが多い →「グラーガース」とは異質 
c.  þegngildi の細則の規定は「ヨーンスボーク」で進む（1274年「全国法」との比較が必要） 
d. 1261年のグリーンランド臣従時にも þegngildi を賦課（『ホーコン王のサガ』311章） 

⇒ 1261～1269年が過渡期：とくに「フロスタシング法」編纂時に何らかの変化の可能性 

　 1260年代に導入された「王の臣民」の概念が、1270年代に「王への人命金」制度に具体化されたのでは？ 
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